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コミバス利用者アンケート調査 集計結果 

 

1. 調査概要 

・目的：コミュニティバスたけまる号の利用促進実施に向けて、そのターゲットを明確化す

ることを目的とし、利用者特性（利用者の属性、利用目的、利用頻度など）を把握するた

めのアンケート調査を実施する。 

・調査対象：萩の台線、西畑・有里線、門前線の各利用者対象 

・調査方法：【配布】車内に配架 【回収】ドライバーへ手渡し 

※各路線の主要停留所に WEB回答用チラシを掲示 

萩の台線：業務スーパー南生駒店、神田橋西、萩の台駅 

西畑・有里線：業務スーパー南生駒店、神田橋西、南生駒駅 

門前線：生駒駅南口、梅寿荘、門前駐在所 

・調査時期：令和 7年 12月 9日（火）～12月 26日（金） 

※萩の台線：9日分の運行 

西畑・有里線、門前線：14日分の運行 

・回 収 数：萩の台線：11部 

西畑・有里線：7部 

門前線：33 部 

・調査項目： 

＜共通＞ 

・利用状況（利用頻度、利用目的、利用区間、目的地、利用曜日、利用時間帯） 

・利用する理由 

・路線が無くなった場合の移動手段の有無、代替手段、外出頻度 

・個人属性（性別、年齢、職業、お住まい、免許保有状況・運転状況、送迎を頼める人

の有無、外出時の付き添いの必要性） 

＜萩の台線のみ＞ 

・8月実施の 100円 DAYによる利用状況の変化（開催中、開催後） 
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2. 結果まとめ 

調査結果のうち、特徴的なものを以下に整理した。 

 

【現在の利用状況と利用者の特徴】 

・門前線は、利用頻度が高いヘビーユーザ（週に 2日以上）が 75.7％と多い。 

 西畑・有里線は、利用頻度が少ないライトユーザ（週に 1 日以下）が 57.2％、萩の台線

も 72.7％とライトユーザが多くなっている。 

・利用目的は、3路線ともに買い物や通院が 50％以上と多い。それ以外では、萩の台線は銀

行や役所などが 45.5%、門前線では趣味・娯楽・交流が 42.9％、西畑・有里線では銀行・

役所などと趣味・娯楽・交流がどちらも 33.3%と多くなっている。 

 門前線は、通勤目的でも 21.2%と一定の利用があった。 

・利用理由は、3路線ともに、徒歩移動の困難であることと代替交通手段がないことが多い。 

・利用者の属性は、3 路線ともに、高齢者（西畑・有里線と萩の台線は、特に 75 歳以上の

後期高齢者）で、免許を現在保有していない方が多い。 

 門前線は、65 歳未満や免許を保有している方の利用が、他路線より多くみられる（通勤

目的と思われる）。 

⇒門前線と比較すると、西畑・有里線や萩の台線において、既存ユーザの利用頻度を増やす

取組や、新たなユーザ（高齢者以外のユーザ、免許を保有している方など）を獲得する取

組を通じて利用者を増やす伸びしろがあることがわかる。 

 

【萩の台線における運賃 100円 DAYの効果】 

・萩の台線では、8 月の運賃 100円 DAYを実施したことで、割引期間終了後の 9～11月にお

いて、以前よりも利用頻度が増えたという既存ユーザの回答が 3件、イベントがきっかけ

で新たにユーザになったという回答が 2件あった。 

⇒運賃割引施策の実施が、既存ユーザの利用頻度の向上や新たなユーザの獲得に繋がるこ

とが確認できた。  
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＜調査票＞ 

 

図 1 調査票（萩の台線）1/2 
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図 2 調査票（萩の台線）2/2 
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図 3 調査票（西畑有里線）1/2 
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図 4 調査票（西畑有里線）2/2 
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図 5 調査票（門前線）1/2 
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図 6 調査票（門前線）2/2 


